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管路処理システムは、管路ミキサを中心とし、粉体供給検および比重調整装置など

を組み合わせた技術により、泥土、没津土などの建設発生土に、管路圧送過程で粉体

あるいは滋体状の添加材 (疎水剤、フロック剤、回化材、起泡剤、ベントナイトなど)を添

加、混擦する処理技術です。

挫 →
多覆多様な添加材を粉体あるいは

た体で添加できます。

↓

多様な上砂に対応できます。

固化材 (セメント、石灰、石育など)、ベントナイトなどを添加、混練し、

均質な地館材料を製造します。

脱水促注剤(薫水剤、フロック剤)を添加し、脱水を行います。

日化材と起泡剤を添加、混線し、気泡混合軽量土を製造します。

汚染土壌と不港化剤を混線し、高度な混練性を要求される汚染土壕

の不溝化処理を行います。



管路処理システムは、圧送管路内に設けられた管路ミキサ(混練装置)により、土砂と添加

材を混線する技術です。添加材は、粉体あるいは液体で悦絆軸に圧入され、回転している悦

絆軸上の噴射日から携絆軸を通して土砂内に直脚鳴射されます。

これにより、添加材は土砂に均等に添加され、さらに悦絆果により混練することで、高品質の

処理が行えます。

口
■
■
　
拙り

・

▼

▼

飾

１

煙

1)管路ミキサ
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添加材圧入

(粉体供給機)

管路ミキサ原理図

※材榊の種類 性状による

2)境,体,性梯台"境

3)比重調整装置
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気泡混合土 (比重08)により軟55地

盤上に軽量盛土を築造できます.現

地発生土を4倍の土量に膨らませる

ことにより、外吉F土砂を搬入すること

なく築造てきます
施工状況 施工完了後
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施工概要図

施工臭績 施I時 期

平成 4年3月～

=成 1 4年l o H

平r 1 1 4年1 1 月ヽ

平成1 5■2 1

平成1 5年2 日ヽ
子茂1 5年3月

平成1 3年1 2月～

子成1 5年3月

工事名 発注者 場所 使用システム 数皇
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福司208号 F吾在ぱ地区

:i験盛上 そ,2工 Ⅲ

★コ区=池 台三T目
/1・国雨水詞警油工事

小島ステ ル ′ヽ'

連討玉事

斯れ画廷分場6 7 B !タ

西護岸とま工ヽ その2

固土交通省
九州地方輩侑F

東京都下水道局

今治造船 |キ

東京都を湾局

,目同早

東京都大日区

同山県倉致市

東京都江東区

気泡混合軽量土

処理システム

回|し処E里ラステム

流動化処理土

気泡混合軽量土

処理ラステム

上質系進ホ|オ

製造システム

8 720ml

2 444ml

4 040ml

3 400ml




